1 初めての海外経験 – 誰もが強烈な経験になっていると思う。私の場合をご紹介する。
初めての海外経験は1976年、ロサンゼルスへの海外出張。
アメリカでは、1976年は建国200年祭の年で賑やかだった。
日本では、現職の総理大臣が逮捕されたロッキード事件とおよげ！たいやきくんの大ヒット。

2 行った先はアーバインという町。ロサンゼルスの南西約75km。
近くにはディズニーランドやアナハイムスタジアムがある。

3 私は当時コンピュータ・プログラマー。
アーバインにあるディストリビューターに、新しいシステムを導入した。
３ヶ月滞在。

★何故私が海外出張者に選ばれたか？
私は向洋の近くの某自動車会社に入社。
会社の旅行で福山の仙酔島に行った時、浜辺に集まって自己紹介した。
私は英語は苦手だったが、何故か英語で自己紹介した。
たぶんこれで、上司が私は英語ができると勘違いしてアメリカに出張させた。
当時は海外出張は珍しく、広島駅まで見送りが来たり、餞別をもらったりした時代でした。
これは、私の人生の中で一番のラッキーな出来事だったかも？(笑)

★カルチャーショック
ロサンゼルスに着いた時、日本とは全く違う風景にカルチャーショックを感じた。
まさにWowと叫ぶ感じ。周りは外人だらけ、実は私が外人？(笑)

次に滞在中に経験したことを2つ紹介したい。
4 良く行動した話
滞在中は会社から車が支給されたので、週末はほとんどロサンゼルスの町中に遊びに行っていた。ガイドブックに載っている観光スポットのほとんどを回った。
当時は車のナビゲーションシステムというものはなかったので、ポストイットに高速道路番号や出口の名前等を書いて、ハンドルの中央に貼って運転した。このなんちゃってナビは、我ながら良いアイデアだなと思いました。

5 アメリカ人の冗談にだまされた話
アメリカでいくつか面白い事をやってしまったが、フードトラックの話しをご紹介する。
昼食時にはオフィスの駐車場にフードトラックが来て昼食を買うのだが、だれかがフードトラックが来たのを見つけると『Here comes a garbage truck』（ゴミ収集車が来たよ）と叫んでいた。へ～、フードトラックはgarbage truckと言うんだと思い込み、私がフードトラックを見つけたら真面目な顔で、『Here comes a garbage truck』と叫んでいた。(笑) アメリカ人は冗談が多いので、良くだまされた。

6 初めての海外経験は貴重だった
自分が英語ができないのが良く分った。帰国後、機会を見つけて英語を勉強する様になった。少しずつ英語力が向上した。初めての海外経験から3年後の1979年に、私にとってラッキーな事がまた起こった。会社がFordと資本提携した。英語力が重要な要素になった。海外担当に任命され、海外に新しくできる工場やオフィスに出張して、IT関連の機器(PC、サーバー、LAN、電話交換機、国際回線)を導入して、工場やオフィスが稼働できる様にした。たくさん海外出張や出向があり、マイレッジもたくさん溜まった。今思うとなかなかおいしい仕事だった。(笑)

[bookmark: _GoBack]現在、英語を使う活動として、ボランティア通訳やボランティアガイド、トーストマスターズクラブ等をやっている。これも、初めての海外経験がきっかけで英語を勉強する様になったお陰だと思っている。これからも楽しんで活動を続けて行きたい。


